
高齢者の立場から考える地域情報化
～インターネット防災訓練を通じて見えてきた

高齢者のＩＣＴ活用課題等～」

令和7年度通常総会 記念講演会 5月23日（金）15:30～16:55

主催 （一社）九州テレコム振興センター（ＫＩＡＩ）

熊本城ホール会議室B1~3（熊本市中央区桜町3番40号）

老テク研究会 事務局長 近藤 則子

インターネット防災訓練研究会事務局長

NPOブロードバンドスクール協会監事 シニアプロジェクトコーディネーター

リモート出演 NPOブロードバンドスクール協会理事 若宮正子さん 理事長代理 服部真湖さん



老テク研究会はICTで
過酷な家庭介護を変えたい

• 老テクとは老人を助けるテクノロジー。

• 笑顔の介護を目指して、高齢者や介護者、特に

家庭介護を支援する情報通信のありかたを

研究・ICT利用支援活動を実践して３０年。

人による利用支援活動が鍵です

上の写真は2011年東京大学で開催したモバイル

シ二アネットシンポジウムで会場の辻哲夫先生と

らくらくほんでテレビ電話する老テク研究会代表の
大島眞理子さんと要介護５のお父さん（当時92才）

下の写真は2005年の電脳ひな祭り

京都から雛人形をパソコンボランティアにみせて

もらい笑顔の大島さんと、お母さん（当時85才）



老いの孤独と障害を解消するシニアネット
広域でつながる高齢者の情報コミュニティへの参加と地域で
高齢者が高齢者にボランティアでICTを教える活動がもたらす新たな絆



高齢者の情報活用支援活動を老テク研究会が活動をはじめて30年 変わらないことは

１ 高齢者はパソコンやスマホを購入しても、思うように使いこなすことが難しい

２ 使い方を習いたいと思っていても、 教えてくれる場所や人がない。やさしい家族・友人はまれ
都市部には有料の教室やNPOの支援活動もあるが、価格は高く、数も少ない

３ 高齢者が利用できるスマホ教室などサポートを受けられるのは携帯電話販売代理店だが
若い世代との情報格差は大きく、高齢者、若者ともに困っている

スマホを買っても使えなくて困っている高齢者は急増、家族や地域社会にももったいない



シニアのためのスマホサロン

ひとりひとりの知りたいこと・わからないことにこたえる。
三好みどりさん（７１） デジタル推進委員
横浜市 川崎市 東京渋谷区の公共施設やネット上で活動
メロウ倶楽部で講師として活動中



電脳ひな祭りや オンラインフォーラムを通じてICTを紹介
オンラインイベントの実行委員長はタレントの服部真湖さん
日本舞踊家としてイベントの司会や踊りやトークで国内外で大人気

2025年3月 淡路島の浜辺で伊弉諾神宮の神楽
の皆様と奉納舞のようすをＫＤＤＩ財団の協力で
スターリンクを使ってライブ配信
国内だけでなく 台湾やシンガポールからも視聴



官民連携でシンガポールの高齢者を支援するデジタル支援員
２年間で18万人の高齢者を支援
シンガポールの総人口約５６０万人 日本は約1億2500万人

デジタルアンバサダーについてはスマートエイジングフォーラム２０２２で紹介

https://broadbandschool.jp/blog_articles/1656205420.html

ゴー所長と地区担当の
コリンさん 2024年８月

地区センターのデジタルクラブ
右端がリーダーの方

べドックのサポートセンターを見学
日本大使館の河合さん 服部真湖さんと



シンガポール政府が推進する高齢者のデジタル化支援の取り組み
デジタルアンバサダーは、政府と民間の協働で展開されています。

地区のコミュニティセンターは商業施設の中にあり、その一部が
サポートセンターです。有償、無償のアンバサダーが活動しています。

予約しても、しなくても利用でき、マンツーマンで対応します。

ネット詐欺被害が増えているので その手口を紹介して理解できた
どうかのテストもあります



高齢者に使いこなせれば便利なICTを
伝えるために行ってきたこと

１ わかりやすいICTのメリット紹介講座
例 災害時に役立つスマホ講座

２ お金がなくてもできる方法
例 地域の福祉・教育施設、お寺との連携

３ いつでも、どこでも、誰でもできる工夫
テキストの作成 共有 講師の紹介。相互交流

４ 高齢者が高齢者に教えるしくみを紹介



現在取り組んでいる活動

１ 電脳無我茶会 茶道が趣味の高齢女性は多く、スマホを持っている。

 

２ デジタル寺子屋（スマホサロン スマホ何でも相談会） オンラインでも実施

会場がみつからなくても、講師が近くにいなくても大丈夫

１１月８日 第１回電脳無我茶会を京都府福知山市長安寺で開催

第２回は２０２５年１１月４日

３ インターネット防災訓練 災害時に役立つスマホ活用

ネット詐欺防止のスマホ講座

スマホ講座の準備をしなくても自治会の防災訓練や盆踊りのあいま

体操サークルなど既存の団体の活動の一部として実施



インターネット防災訓練研究会の活動について

主な内容 利用するアプリ

１ 災害用伝言版体験
２ ウェブ１７１体験
３ LINE

１ グループLINE
２ 位置情報
３ カメラ

４ NHKニュース 防災
５ 翻訳アプリ

2021年10月10日 デジタルの日 第１回を開催

次回は2025年6月15日（日曜日）2時―3時
オンラインのみでの実施を予定



インターネット防災・防犯訓練と体操

インターネット防災訓練はコロナで対面のスマホ講座の
実施が難しくなったので、ZOOMの使い方を受講者に
説明してオンラインでスマホ講座をはじめました。

災害時に役立つスマホ講座として企画し、２０２１年から
これまで１２回開催してきました。

安否確認の災害用伝言版の使い方、自助、共助の方法、
実際に被災した仙台市の方たちからの経験にもとづい
たいろいろなことを教えていただきました。





2025年1月のインターネット防災訓練
仙台ー川崎ー淡路島ー台湾をつないで

NPOブロードバンドスクール協会のサイトから
スマホ講座や防災エクササイズなど当日のよう
すを公開しています



もしもの時に動ける体力つくり
防災エクササイズ 服部真湖さん





デジタル推進委員におすすめしたい
インターネット防災訓練の開催

イラスト協力
ローゼンエリカさん



２０２５年３月に公表された被害想定 深刻な災害関連死



内閣府の避難所運営ガイドラン ６７ページ











地域の避難所で防災訓練

顔のみえる良い人間関係つくりをめざして

例 毎年行っている自治会・町内会などの防災訓練に

避難所マニュアルを参考に地域の避難所で、非常食を食べて

体操して、災害用伝言版の使い方を学ぶインターネット講習会

２０２５年９月２日（火曜日）約９０分 開催予定（調整中）



デジタルはあなたの命を守ります 若宮正子さん １１分
手ぬぐいを使って防災エクササイズ 服部真湖さん ７分

限定公開YouTube。

https://youtu.be/FQ7jfCGW6VQ

https://youtu.be/6-IO5MD5ALI 



ご清聴ありがとうございました。
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